
ちゅうぎんの森
平成20年度から22年度までの3年間を

中国銀行の考えるＣＳＲ
平成 年度 年度 年間

中国銀行創立80周年メモリアルイヤーと
とらえ、CSR・地域貢献的な事業を主体
として各種周年記念事業に取組みました。

その一環として平成20年度より真庭市
の風倒木被害地の森林整備事業を支援して

中国銀行の考えるＣＳＲ

CSR活動にあたって、ステークホルダー（利
害関係者）を【現在および将来の「株主さま」
「地域社会」｢お客さま｣「従業員｣等】と幅広く
とらえ、頭取を委員長とするCSR委員会を設置
しております。

CSRの土台・中核として、コンプライアンスの風倒木被害地の森林整備事業を支援して
います。

・活動期間・・・平成２０年度～平成29年度

・活動場所・・・真庭市黒田地内、美甘地内

・整備面積・・・１６ha

CSRの土台 中核として、コンプライアンス
徹底と適切なコーポレートガバナンスにより企業
の誠実性を堅持し、「良き企業市民」として行動
します。

社会貢献活動では、地域金融機関として本業を
通じた地域貢献を第一義とし、本業を超えた幅広
い社会貢献活動についても力を注ぎます。

こういった活動を通じ、地域社会とともに発展

・整備内容・・・植栽、下刈り、間伐など

旭川上流に位置する「ちゅうぎんの森」
を整備することで、二酸化炭素の吸収は
もちろん、森林自身が持つ保水能力の向上

してまいりたいと考えております。

ＣＳＲのイメージ
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もちろん、森林自身が持 保水能力の向上
のため支援を続けています。
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